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令
和
７
年
度

お
金
の
使
い
方

三島市議会２月定例会で令和 7年度予算案の審議を行い、原案どおり可決されました。
一般会計予算は過去最大の 483 億 5千万円で、前年度対比 7.3％増となりました。
第５次三島市総合計画に沿った令和 7年度の主な事業を以下でご紹介します。
また、決算審査を踏まえて市議会から市長に提出した令和７年度予算編成に向けての意見・
要望に対する回答については市議会ホームページをご覧ください。

※令和７年度会計別予算の金額は、調整により万円未満を四捨五入して表記しています。
※各基本目標でとりあげている事業は、「令和７年度予算案の大要」を基に記載しています。

会計別 令和７年度 令和６年度 前年度比
一般会計 483億5,000万円 450億7,000万円 32億8,000万円

特
別
会
計

国民健康保険 108億1,956万円 109億5,512万円 ▲1億3,556万円
介護保険 99億3,815万円 96億4,315万円 2億9,500万円
後期高齢者医療 20億2,390万円 18億2,263万円 2億  127万円
墓園事業 866万円 874万円 ▲8万円
駐車場事業 1億1,906万円 1億1,739万円 167万円
小計 229億 933万円 225億4,703万円 3億6,230万円

水道事業会計 30億153万円 27億3,174万円 2億6,979万円
下水道事業会計 48億5,866万円 44億5,700万円 4億  166万円
合計 791億1,952万円 748億  577万円 43億1,375万円

民生費 35.1％

総務費 11.4％

公債費
7.7％

教育費
11.6％

消防費 4.4％

土木費
16.9％

衛生費
9.3％

商工・労働・農林費3.0％
議会費 0.5％

農林業や商工業の振興などに関する経費

借り入れた
　市債の返済
　　　に関する
　　　　　経費

学校教育や文化・
スポーツ振興などの

社会教育に関する経費

道路や河川、公園などの
整備や維持管理に
関する経費

予防接種や健康診断などの保健
医療、ごみの処理に関する経費

社会福祉や高齢者福祉、
児童福祉などに関する経費

消防・防災対策に
関する経費

総務管理、税務、戸籍、
選挙、統計などに
関する経費

歳出予算の不足に備えて計上
する費用

議会運営に関する経費
予備費 0.1％

令和７年度会計別予算 令和７年度一般会計予算

交流とにぎわいのあるまち

・店舗魅力アップ改修事業費補助金　6,500 万円
市内に店舗を有する中小企業者が行う店舗改修に要
する経費の一部を支援することで、店舗の魅力向上
を図り誘客につなげる。

・中心市街地商業等活性化推進事業　1,600 万円
まちなかリノベーション推進計画を具現化するため、民間
が実施する各種事業への支援を行う。また、旧久保町
簡易水道施設跡地をポケットパークとして暫定整備する。

・観光振興事業　3,007 万 7 千円
映画・ドラマ等のファンへの認知拡大や誘客を図る
ためのロケ誘致促進、若年層の誘客を推進するため
のインフルエンサー等による情報発信を行う。また、
大阪・関西万博来場者の本市誘客を図るため、出展
にかかる企画コンテンツの造成等を行う。

・企業立地推進事業　４億 6,059 万３千円
積極的な企業誘致を推進し、雇用を確保するとと
もに、地域産業の高度化及び経済の活性化を図る。

快適で暮らしやすいまち

・交通対策事業　1 億 3,675 万 8 千円
地域の生活交通を確保するため、自主運行バス事
業を行うとともに、地域の実情に合った交通サー
ビスの維持、利用促進を実施する。また、運転手
不足や運転手の高齢化の
課題解決のため、国の補
助金を活用し自動運転バ
スの実証実験を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏推進協議会
  負担金　600 万円

地域経済の発展と地域の魅力向上を図ることを目
的に、クラフトビールを活用した地域循環型社会
の形成のための経費の一部を負担する。

・長伏公園整備事業　2 億 2,060 万 5 千円
再整備する長伏公園のシンボルとなる大型複合遊
具の設置工事と大型複合遊具周辺への芝生の設
置、長伏グラウンドＣ周辺への屋外トイレの設置
を行う。

共に創る持続的に発展するまち

・公式ホームページ広報事業　4,067 万円
アクセシビリティに配慮した誰もが使いやすく、
便利なホームページへのリニューアルを実施する。

・働き方改革推進事業　448 万 5 千円
職員のワークライフバランスを実現するとともに業
務効率の向上を図る。令和 7 年度は会計年度任用職
員を含む全ての職員を対象に勤怠管理システムを導
入し、出退勤管理事務の全庁的な効率化を図る。

・総合計画策定事業　575 万 3 千円
現行の第５次三島市総合計画前期基本計画は、令
和 7 年度末に期間が満了するため、令和 8 年度か
ら令和 12 年度までの 5 年間を計画期間とする後期
基本計画を策定する。

・スマート市役所推進事業　2,916 万 3 千円
「三島市スマート市役所宣言」に基づき、デジタルファー
ストによる便利で質の高い市民サービスの提供、生産
性の高い行政運営、産業の活性化や産官学民が連携
したまちづくりに取り組み、自治体 DX の推進を図る。

未来につなぐ人材を育むまち

・不登校対策事業　3,650 万 1 千円
小中学校の不登校対応のため、生涯学習センター
内の「ふれあい教室」にて学習支援を行う。また、
新たに錦田中学校に校内支援室を設置する。

・部活動振興事業　1,238 万 5 千円
部活動の地域連携を段階的に推進するため、新たに
部活動コーディネーターを配置する。また、引き続き
部活動の一環として東海大会や全国大会に出場する
生徒が在学している中学校に賞賜金を交付する。

・クリエイティブシティ推進事業　707 万円
市民が自主的・自発的に行う文化活動が盛んにな
るよう、啓発・支援する仕組みの構築や、子ども
達の創造性や想像力、コミュニケーション能力を
育むクリエイティブ教育を推進する。

・向山古墳群整備活用事業　310 万円
県指定史跡である向山古墳群について、国指定史
跡への指定を目指し発掘調査等を行う。令和 7 年
度は 16 号墳の形を確定するための発掘調査及び
地形測量業務を実施する。

安全・安心に暮らせるまち

・消防ポンプ自動車等更新事業　2,689 万 3 千円
老朽化が進んでいる第８分団（夏梅木）の小型動力
ポンプ付積載車を中継送水能力に優れる消防ポンプ
自動車に更新する。

・防災訓練事業　1,022 万 6 千円
被災者支援事務の効率化、受援体制の強化、援護
漏れの防止等を図るため、新たな被災者生活再建
支援システムの構築を進める。

・都市下水路整備事業　1 億 4,300 万円
都市下水路に流れ込む雨水を大場川へ強制排除する
竹ノ下ポンプ場の１号機主ポンプ改築工事を実施す
る。また、徳倉都市下水路について、土地利用の変化
や降雨の激甚化を踏まえた浸水原因の解析を行う。

・消防団運営事業　3,946 万 7 千円
消防団が安全で円滑に活動できるよう、資機材の整
備等を行うほか、活動支援アプリの活用等により活動
の安全性、機動性を確保する。また、新規団員募集
のため、新たに WEB や SNS での広告配信を行う。

健康で福祉が充実したまち

・こども誰でも通園制度推進事業　1,057 万 9 千円
令和８年度からの新制度創設に先駆けて、令和７
年夏頃の開始をめどに、
加茂川町保育園において
０歳６カ月〜満３歳未満
で保育所等に通っていな
い未就園児の通園を試行
的に受け入れる。

・スポーツ推進事業　1,225 万 7 千円
スポーツ健幸都市宣言記念事業として、市民がス
ポーツに関わる機会を創出するため、市と連携す
る企業や団体、プロスポーツチームとの共創によ
り、年間を通じてスポーツイベントを開催する。

・市営長伏グラウンド整備事業　5 億 5,340 万円
夜間照明設備の更新、内外野の人工芝への張替え、
給排水設備の改修、防球ネットの張替え等を行い、
安全かつ快適な利用環境を確保する。

令和７年度　三島市の予算

ひとり一人が輝き活気あふれる
ウェルビーイング推進型予算

予算の概要

基本目標６

基本目標５

基本目標４

基本目標１

基本目標２

基本目標３
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令和７年
２月定例会

２月14日～３月18日
会期：33日間

■今回の議案は…

市長提出議案　48件
（報告案件３件を含む。）

議会提出議案　８件

この号では次の項目を
Ｐｉｃｋ ｕｐ！

〈議第9号〉
令和6年度三島市一般会計補正予算
（第8号）（賛成多数）
■補正予算額　
　2億 7,016 万 1,000 円

〈議第 17 号〉
工事請負契約の変更について（三島
市立北上小学校校舎及び屋内運動場
長寿命化改修に伴う外壁改修及び屋
上防水工事）（賛成多数）

〈議第 18 号〉
三島市乳児等通園支援事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例
（賛成多数）

Ｐｉｃｋ ｕｐ1
R6一般会計予算

を増額補正

災
害
時
の
リ
ス
ク
に
備
え
て

Ｐｉｃｋ ｕｐ1

Ｐｉｃｋ ｕｐ3

Ｐｉｃｋ ｕｐ2

検索三島市議会

詳細は、三島市議会ホーム
ページをご覧ください。
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【その他歳出の主な内容】
○人事院勧告に伴う決算見込みによる人件費
	 1億 1,081万円
〇財政調整基金積立金	１億 3,998万 3千円
〇庁舎建設基金積立金	 7,045万１千円
〇退職手当基金積立金	 7,186 万 5千円
〇自立支援給付等事業	 2億 2,924万 5千円
〇児童保育事業	 2億 3,924万円
〇無線通信広報事業	 △2億 3,940万円
○予備費	 △3億 3,060万 4千円

令和6年度三島市一般会計予算補正
・各小学校施設補修整備事業
	 ７億 2,145 万 3,000 円
・各中学校施設補修整備事業
	 2億 8,498 万 6,000 円
・各中学校給食室空調設備更新整備事業
	 4,007 万 6,000 円
・予備費	 △ 382 万 9,000 円
令和７年度三島市一般会計予算補正
・新庁舎整備事業	 △ 3,150 万円
・各小学校施設補修整備事業
	 △ 4億 8,298 万 8,000 円
・各中学校施設補修整備事業
	 △ 2億 6,611 万円

※
想
定
最
大
規
模
降
雨
…
水
路
や
側
溝
の
排
水
能
力
を
大

幅
に
上
回
る
時
間
雨
量
１
５
０
ミ
リ
級
の
降
雨

※
余
裕
活
用
型
保
育
…
利
用
児
童
が
定
員
に
満
た
な
い
保
育

施
設
が
空
き
ス
ペ
ー
ス
、
保
育
士
に
よ
り
一
時
預
か
り
を

実
施
す
る
保
育

Ｐｉｃｋ ｕｐ3
条例制定

先
を
見
据
え
た対

策
を

予算審査
予算決算委員会の各分科会において、所管する分野について質疑を行い、
3月 24日開催の予算決算委員会では一般会計ほか各種会計予算案について
全会一致または賛成多数により可決されました。
各分科会における主な質疑を紹介します。

答
弁

予算審査の流れは
議会だより
２月1日号も

ご覧ください。

福祉教育分科会　　３月４・５日

生活困窮者 自立支援事業について
低廉な家賃の住居への転居において、支給されるのは初期費用のみか。また低廉な住宅は自分で探すのか。

支給される初期費用は、仲介手数料、礼金、引っ越し費用である。また、その後、最長で９か月
まで家賃補助を受けることが可能である。

　低廉な住宅については、基本的に本人が探すものであるが、困難な場合は、生活支援センターが連携
している居住支援法人の協力を得ながら探していくことも想定している。

ハッピーマリッジ事業について
婚活の事業を行っている民間団体への助成や共創の考えはあるのか。対象は三島市民だけか。委
託業者はどのように決定するのか。
民間団体への助成については予算計上していないが、多くの市民や団体と共創して進めたいと考
えている。事業の対象者については、柱となる４つの委託事業の内容によって市外の方が参加で

きるものもあると考える。委託業者については、同様の事業を実施している他自治体の状況を研究して
仕様などを検討する。
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経済建設分科会　　２月28日・３月３日

店舗魅力アップ改修事業費補助金
実施するに至った経緯は何か。また、店舗改修に利用できる補助金として、空き店舗対策事業費
補助金との重複利用はできるか。さらに、様々な店舗がある中で、業種や対象となる工事等はど

のようなものを想定しているか。
経緯については、定期的に、三島市、三島市観光協会、三島商工会議所、三島信用金庫の四者で行っ
ている中心市街地のまちづくりや回遊性についての協議の中で、25 店舗ほどから改修したいとの

声があり、併せて、その他の地域の店舗からも補助金についての問い合わせを受けており、検討の結果、
物価高騰対応重点支援地方交付金を活用し、補助することとした。
　補助金の重複利用については、店舗魅力アップ改修事業費補助金は既存の店舗の改修を補助する制度
であり、空き店舗対策事業費補助金は新規の事業者を対象にしていることから、重複して受けることは
できない。
　業種や対象工事等については、現在検討中であるが、日本標準産業分類に基づいて、小売業や飲食サー
ビス業、生活関連サービス業などを営んでいる店舗で、外装工事、内装工事、外壁の塗り直しや屋根の
修繕等を想定しているが、詳細については、今後、協議していく中で定めていく。

市内の無電柱化事業
今後どのような予定となっているか。また、この事業による交通への影響はあるか。

都市計画道路小山三軒家線及び都市計画道路南町文教線における無電柱化工事は令和６年 10 月か
ら開始しており、今後の予定としては、本体工事としてコンクリートの大きいマスを入れる特殊

部の工事、その特殊部と特殊部をつなぐ管路工事を令和８年３月までに終了する予定である。その後、
民地内に電線を引く工事、歩道部分をきれいにする工事を行っていく。交通規制については、原則交互
通行で行っているが、クレーンを使用するような工事を行う場合には、部分的に片側交互通行で行って
いる。また、市道愛染院祇園線については、今後施工をしていく中で、一時的に通行止めになる可能性
がある。その際には、迂回路を確保し、市民に十分な周知を行っていく。

予算審査代表質問
会派の代表者が施政方針や予算案の大要に対して質問しました

佐
野　
淳
祥

緑
水
会

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
健
康
促
進
ア
プ
リ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
効
果
と
今
後
は

タ
ニ
タ
と
の
契
約
の
終
了
後
、
東

急
不
動
産
グ
ル
ー
プ
の
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
を
使
用
し
、
ポ
イ
ン

ト
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
運
動
の
習
慣
づ

け
を
促
し
て
い
る
が
、
ア
プ
リ
の
利
用
状

況
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
度
は
い
か
に
成

果
を
示
す
か
、
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

問

ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
の
増
加
に

向
け
、
子
育
て
世
代
が
多
く
参
加

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
勧
誘
や
、
健
康
経
営

に
取
り
組
む
企
業
と
連
携
し
た
企
業
対
抗

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
加
え
、
新
た
に
「
こ
ど

も
サ
ポ
ー
ト
（
幼
稚
園
・
保
育
園
等
の
応

援
）」
の
商
品
を
設
定
し
、
さ
ら
な
る
新

規
ユ
ー
ザ
ー
の
獲
得
を
図
っ
て
い
く
。

答

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る「
行
か
な
い
市
役
所
」の
現
状
は

三
島
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
第
一
に

「
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
良
い
市

役
所
」
を
掲
げ
、
５
年
前
と
比
較
し
て
窓

口
対
応
数
が
半
減
し
た
。
行
政
手
続
き
の

電
子
化
か
ら
発
行
総
数
も
減
少
し
た
。
市

民
の
皆
様
に
「
行
か
な
く
て
も
良
い
市
役

所
」
を
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
か
。

問

行
か
な
く
て
も
良
い
市
役
所
を
実

現
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
利
便
性

向
上
に
お
い
て
重
要
な
要
素
と
考
え
る
。

「
書
か
な
い
、
待
た
な
い
、
行
か
な
い
」
の

３
つ
の
フ
レ
ー
ズ
を
併
記
し
て
目
指
し
て

い
る
市
役
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
す
る
。

今
後
は
こ
の
３
つ
の
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
た

電
子
市
役
所
の
実
現
を
目
指
す
。

答

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
協
議
会
に
多
額
の
補
助
金
は
必
要
か

個
人
的
に
は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
愛

好
家
だ
が
、
市
民
の
皆
様
の
税
金

を
３
年
間
で
１
億
２
千
万
円
（
県
・
市
合

計
）
支
出
す
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。
民

間
で
や
る
こ
と
と
行
政
が
や
る
こ
と
を
分

け
て
考
え
る
べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
明

確
な
効
果
が
あ
る
の
か
伺
う
。

問

波
及
効
果
が
高
く
成
長
が
見
込
ま

れ
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
県
の
ふ
じ
の
く
に
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
地
域
循
環
共
生
圏
の
認
定
を

受
け
る
中
で
、
官
民
共
創
の
も
と
積
極
的

な
事
業
推
進
を
図
り
、
地
域
活
性
化
と
持

続
可
能
な
地
域
循
環
の
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

答

藤
江　
康
儀

改
革
み
し
ま

長
伏
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
運
用

5
億
5
千
万
円
を
超
え
る
予
算
に

見
合
う
よ
う
、
野
球
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
留
ま
ら
ず
よ
り
多
く
の
市
民
の

利
活
用
を
想
定
し
て
い
く
こ
と
が
、
三
島

市
全
体
の
将
来
を
豊
か
に
す
る
と
思
わ
れ

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
特
性
を
生
か
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

問

大
規
模
改
修
後
の
長
伏
グ
ラ
ウ
ン

ド
Ａ
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
利
用
用
途
を
拡

大
し
て
い
く
。
ま
た
、
再
整
備
を
予
定
し

て
い
る
長
伏
公
園
と
一
体
的
に
賑
わ
い
を

創
出
す
る
と
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

健
幸
都
市
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施

設
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

答

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

地
域
の
学
校
給
食
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
給
食
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
子

ど
も
た
ち
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
地
元
の

農
業
を
支
え
る
上
で
も
重
要
な
施
策
で
あ

る
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ

い
て
を
含
め
、今
後
の
拡
大
方
針
を
伺
う
。

問

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て

は
、
有
機
米
が
比
較
的
導
入
し
や

す
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
異
物
混

入
が
な
い
こ
と
、現
行
と
同
価
格
で
納
入
、

各
学
校
に
配
送
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
試
行
に
向
け
て
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
の
日
」
を
設
け
る
な
ど
イ
ベ
ン
ト
等
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

答

新
庁
舎
建
設
に
お
け
る
跡
地
利
用
等

新
庁
舎
が
い
ず
れ
の
場
所
に
な
っ

た
と
し
て
も
庁
舎
を
統
合
す
る
方

針
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
跡
地
が
発
生

す
る
こ
と
と
な
る
。
跡
地
活
用
に
お
い
て

は
、
回
遊
性
の
向
上
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
見
解

か
伺
う
。

問

令
和
７
年
度
行
政
機
構
改
革
に
お

い
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関

連
す
る
部
署
を
統
括
す
る
「
ま
ち
な
か
賑

わ
い
づ
く
り
推
進
室
」
を
新
設
す
る
。
既

存
の
様
々
な
計
画
な
ど
も
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
、
跡
地
活
用
を
含
め
た
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
チ
ー
ム
三
島
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

答

総務分科会　　３月６・７日

一般廃棄物処理計画事業
食品ロスの削減のために市内の店舗と購入者をマッチングさせるアプリであるタベスケの実証実
験が令和６年 10 月から１年間行われているが、ランニングコストはどのくらいか。実証実験が終

了した後に事業者は継続するのか。
静岡県内では三島市が初めての取り組みということもあり、実証実験という形で通常必要な経費がかか
らない状態で利用しているが、実証実験が終了し、継続して利用すると月額 22,000円の使用料がかか

るようになる。タベスケの選定理由の一つに、市が使用料を払うことで店舗の手数料は必要ないということ
がある。現在37店舗で実証実験を行っているが、３月５日までに2,424品が販売され、1,228㎏の削減につな
がった。この食品ロスの削減効果から、実証実験が終了する令和７年10月以降もタベスケを継続していきたい。

東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏推進協議会負担金
参加自治体の負担割合は。また、モルト滓

かす

を再利用するためのアップサイクル拠点はどのような
イメージで進めるのか。
参加自治体の三島市と沼津市の負担は同額となる。また、アップサイクル拠点については、できるだけ三
島市内に設置したいと考えており、モルト滓

かす

を飼料として育った豚をブランド化していきたいと考えてい
る。モルト滓

かす

は水分を多く含んでおり、夏場だとすぐにカビが生えてしまうため、水分を飛ばすために脱水す
る機械をアップサイクル拠点に入れることになり、静岡クラフトビール協同組合が保有する。静岡県からの補
助金がなくなる3年後以降は、静岡クラフトビール協同組合が自走していく仕組みを作っていくこととなる。

※会派については、令和７年２月定例会時点となります。
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村
田　
耕
一

公
明

代表質問
会派の代表者が施政方針や予算案の大要に対して質問しました

横
山　
雅
人

新
風
会

未
来
に
つ
な
ぐ
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
少
子
化
対
策

２
０
２
４
年
の
三
島
市
の
出
生
者

数
は
５
１
８
人
。
10
年
前
と
比
較

し
て
３
２
４
人
減
少
し
た
。
少
子
化
は
政

府
の
想
定
よ
り
15
年
速
い
ペ
ー
ス
で
進
ん

で
い
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
本
市
の
少

子
化
対
策
を
伺
う
。

問

令
和
７
年
度
に
は
少
子
化
対
策
の

専
門
部
署
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

市
で
は
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
若
者
の
出

会
い
の
場
の
提
供
事
業
や
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
同
窓
会
開
催
事
業

費
補
助
金
事
業
等
を
、
各
方
面
の
皆
様
の

意
見
を
伺
い
、
民
間
団
体
と
も
連
携
す
る

中
で
進
め
て
い
き
た
い
。

答

三
島
市
の
農
業
の
課
題
に
お
け
る
対
策

令
和
の
米
騒
動
と
言
わ
れ
る
米
問

題
、
野
菜
の
価
格
高
騰
等
で
市
民

の
家
計
が
逼
迫
し
て
い
る
。
農
業
を
取
り

巻
く
課
題
に
は
高
齢
化
や
人
手
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
、
環
境
問
題
、
国
際
競

争
な
ど
が
あ
る
。
本
市
の
農
業
の
課
題
に

つ
い
て
の
対
策
を
伺
う
。

問

国
の
制
度
を
活
用
し
た
新
規
就
農

者
の
確
保
・
育
成
の
推
進
、
三
島

産
野
菜
の
魅
力
発
信
に
よ
る
フ
ァ
ン
を
増

や
す
取
り
組
み
の
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
農

業
用
施
設
の
整
備
な
ど
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど

と
連
携
を
図
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
本
市
の
農

業
の
持
続
的
な
発
展
に
繋
げ
て
い
く
。

答

長
伏
公
園
整
備
計
画
の
全
体
像
は

長
伏
プ
ー
ル
の
解
体
工
事
も
終
わ

り
、
第
１
期
工
事
と
し
て
大
型
複

合
遊
具
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
長

伏
公
園
整
備
計
画
の
全
体
像
を
伺
う
。

問

「
若
い
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
楽
し
い

街
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
る
都
市
公

園
を
目
指
す
。
今
後
策
定
す
る
整
備
構
想

を
基
に
児
童
公
園
の
刷
新
、
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
せ
る
施
設
、
健
康
増
進
を
図
る
施

設
、
若
者
が
楽
し
め
る
施
設
等
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
以
降
の
早
期
に
三
島
の
魅
力

が
詰
ま
っ
た
空
間
整
備
を
進
め
て
い
く
。

答

過
去
最
大
の
予
算
案
に
お
け
る
歳
入
の
評
価

市
の
歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の

構
成
比
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
、
市
民
負
担
を
求
め
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
利
用
料
、
公
共
料
金
の
引
上
げ
を
示
唆

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
市
財
政
の
基
礎
体

力
が
低
下
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
歳

入
に
対
し
て
の
評
価
を
伺
う
。

問

個
人
・
法
人
市
民
税
の
増
加
や
、

持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
の
展
開
に
伴
う
国
県
補
助
金
に

つ
い
て
は
事
業
費
に
合
わ
せ
増
加
を
見
込

ん
だ
結
果
、
過
去
最
大
に
な
っ
て
い
る
が
、

時
代
を
見
据
え
必
要
な
事
業
を
厳
選
す
る

中
で
、
見
込
ま
れ
る
財
源
を
最
大
限
有
効

に
活
用
し
編
成
し
て
い
る
。

答

歳
出
の
抑
制
に
よ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
す
事
業
へ
の
影
響
は

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
徹
底
し

た
経
費
削
減
に
努
め
る
こ
と
と

し
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

必
要
経
費
と
し
て
各
課
が
求
め
た
事
業
経

費
は
廃
止
、
凍
結
、
縮
小
と
査
定
段
階
で

大
き
く
削
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
が
市

民
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
。

問

各
所
属
の
要
求
に
対
し
、
今
行
う

べ
き
か
、
見
合
う
効
果
が
期
待
で

き
る
か
、
何
よ
り
市
民
の
為
に
必
要
な
も

の
で
あ
る
か
を
整
理・精
査
し
編
成
し
た
。

事
業
執
行
に
あ
た
っ
て
は
職
員
の
成
す
べ

き
目
標
は
同
じ
で
あ
り
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

鋭
意
職
務
を
全
う
し
て
い
く
。

答

従
来
の
事
業
、新
規
事
業
に
お
け
る
補
助
金
の
あ
り
方

歳
出
面
は
徹
底
し
た
抑
制
と
し
つ

つ
も
、
商
工
業
振
興
事
業
は
約

６
７
０
０
万
円
も
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
他
団
体
と
の
共
同
で
圧
縮
は
可
能
で

あ
り
、
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
出
展
な
ど

無
用
と
考
え
て
い
る
。
交
流
と
に
ぎ
わ
い

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
、
ど
う
吟

味
し
検
討
さ
れ
た
か
伺
う
。

問

令
和
７
年
度
新
規
事
業
の
一
つ
で

あ
る
店
舗
魅
力
ア
ッ
プ
改
修
事
業

費
補
助
金
６
５
０
０
万
円
は
、
市
内
事
業

者
の
店
舗
改
修
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

支
援
す
る
も
の
で
、
日
頃
か
ら
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
国
の
交
付
金
を
活
用
で

き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
事
業
化
を
図
っ
た
も

の
で
あ
る
。

答

持
続
的
な
発
展
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
の
方
向
性

安
定
的
な
財
源
確
保
と
将
来
負
担

軽
減
は
持
続
的
な
発
展
に
欠
か
せ

な
い
視
点
と
考
え
る
。
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
や
老
朽
化
す
る
公
共
施
設

の
改
修
更
新
が
控
え
て
お
り
、
厳
し
い
状

況
が
想
定
さ
れ
る
な
か
、
財
源
確
保
と
市

債
の
抑
制
に
ど
う
努
め
て
い
く
の
か
。

問

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

を
は
じ
め
移
住
定
住
、
観
光
、
企

業
誘
致
な
ど
の
施
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
推

進
し
、
自
主
財
源
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い

く
。
市
債
に
つ
い
て
は
、
適
債
性
を
判
断

し
つ
つ
国
や
県
の
補
助
制
度
を
最
大
限
活

用
す
る
中
で
、
で
き
る
限
り
起
債
額
を
減

少
さ
せ
る
よ
う
鋭
意
努
め
て
い
く
。

答

歳
を
重
ね
て
も
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
整
備

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
暮
ら

し
た
い
と
の
思
い
は
誰
も
が
持
つ

普
遍
的
な
願
い
で
あ
る
。
年
齢
を
重
ね
誰

か
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
、
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ

る
体
制
づ
く
り
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

問

第
9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
認
知
症
対
応
型
生
活
介
護
と
看
護
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
2
施
設
を
整

備
予
定
で
あ
る
。要
支
援
、要
介
護
と
な
っ

た
場
合
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
を
整
え
て
い
く
。

答

激
甚
化・頻
発
化
す
る
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
の
強
化

安
心
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
は
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ

の
備
え
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
昨
年
は

大
雨
の
影
響
に
よ
り
市
内
各
所
で
浸
水
被

害
が
発
生
し
た
が
、
大
雨
等
の
水
害
か
ら

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
ど
の

よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

問

徳
倉
谷
戸
川
等
の
河
川
整
備
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
三

島
駅
北
口
等
の
浸
水
箇
所
で
は
、
流
域
等

の
調
査
を
行
い
有
効
な
対
策
を
検
討
す

る
。
加
え
て
、都
市
下
水
路
に
お
い
て
は
、

竹
ノ
下
ポ
ン
プ
場
の
設
備
改
築
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
徳
倉
都
市
下
水
路
で
も
浸

水
原
因
の
解
析
に
取
り
組
む
。

答

人
口
数
で
転
出
超
過
を
止
め
る
た
め
の
若
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は

静
岡
県
の
人
口
数
は
転
出
超
過
で

全
国
ワ
ー
ス
ト
４
位
、
三
島
市
も

転
出
超
過
が
止
ま
ら
な
い
が
、
若
い
世
代

に
三
島
市
に
来
て
も
ら
う
た
め
ア
ピ
ー
ル

す
る
必
要
が
あ
る
。
奨
学
金
返
還
返
済
補

助
制
度
や
移
住
就
業
支
援
制
度
な
ど
の
さ

ら
な
る
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問

本
市
は
移
住
先
と
し
て
の
人
気
は

高
い
が
若
年
層
の
人
口
流
出
が
続

い
て
い
る
た
め
、
奨
学
金
支
援
制
度
の
要

件
を
緩
和
し
た
と
こ
ろ
申
請
件
数
が
５
倍

以
上
に
増
加
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
移
住
就

業
支
援
制
度
で
も
拡
充
を
予
定
し
て
お
り
、

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に

向
け
て
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

答

有
益
な
観
光
振
興
策

観
光
交
流
に
よ
る
観
光
消
費
額
を

増
加
さ
せ
る
た
め
の
方
策
と
し
て

伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽
部
を
立
ち
上
げ
た
が
、

熱
海
市
・
函
南
町
・
三
島
市
の
枠
組
み
か

ら
広
が
り
が
見
え
な
い
中
、
御
殿
場
市
と

伊
豆
の
国
市
が
観
光
交
流
協
定
を
結
ん

だ
。
三
島
市
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

問

伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽
部
は
、
広
域
の

自
治
体
が
連
携
し
て
、
デ
ー
タ
活

用
と
地
域
の
関
わ
り
の
創
出
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
目
指
す
事
業
で
あ
る
。
広
域
で

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
間
連
携
で

人
の
流
れ
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
の

で
、
伊
豆
半
島
の
未
参
加
市
町
へ
の
情
報

提
供
に
よ
る
関
係
強
化
を
図
る
。

答

災
害
時
の
避
難
所
の
環
境
整
備

国
は
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
の
設
置
を
費
用

面
で
支
援
し
全
国
の
設
置
率
18.

９
％
か

ら
増
加
に
向
け
設
置
ペ
ー
ス
を
２
倍
に
す

る
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
磐
田
市
は

２
０
２
７
年
度
ま
で
に
全
30
校
の
設
置
完

了
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
三
島
市
の

状
況
を
伺
う
。

問

令
和
６
年
度
に
各
中
学
校
の
空
調

設
備
整
備
可
能
性
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
は
各
小
学
校
に

つ
い
て
も
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
学
校

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
関
係
各
課
と
調
査
結
果
を
共
有
し
な

が
ら
協
議
を
進
め
、
今
後
、
計
画
的
な
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答

宮
下　
知
朗

新
未
来
21
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甲
斐
　
幸
博

（
緑
水
会
）

「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」
に
基
づ
く
取
り
組
み

 

虐
待
対
応
体
制
の
構
築
の
た
め
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

の
っ
と
り
、
新
た
な
本
市
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
合
わ
せ
三
島
市
高
齢
者
虐
待
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
し
て
き
た
が
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
令

和
６
年
度
末
に
改
訂
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、
三
島
市
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
な
が
ら
見

直
し
、
関
係
機
関
と
共
有
し
て
運
用
し
て
い
く
。

 

高
画
質
で
の
映
像
撮
影
は
、

観
光
資
源
の
効
果
的
な
魅
力
発
信

や
、
次
世
代
へ
残
す
記
録
と
し
て

有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
８
Ｋ
映
像
が
一
般
的

に
普
及
し
、
多
く
の
市
民
や
観
光

客
が
視
聴
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
際
に
は
、
８
Ｋ
動
画
な
ど

の
制
作
や
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

８
K
ア
ー
カ
イ
ブ
用
デ
ー
タ
制
作
と
活
用

 

貴
重
な
文
化
遺
産
や
自
然
景
観
を
記
録
し
た
８
K
映
像

を
制
作
し
将
来
世
代
に
伝
え
る
と
共
に
三
島
の
魅
力
発
信
・

ロ
ケ
誘
致・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

「
認
知
症
基
本
法
」
に
基
づ
く
取
り
組
み

 

市
税
等
自
主
財
源
の
確
保
は
、
い
か
に
有
効
な
施
策
を

展
開
し
実
績
に
つ
な
げ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
三
島
の

未
来
に
向
け
た
投
資
的
な
再
開
発
事
業
や
企
業
誘
致
が
さ
ら

な
る
雇
用
を
生
み
、
移
住
定
住
者
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
活

気
と
賑
わ
い
も
創
出
す
る
基
幹
的
施
策
と
し
て
果
た
す
役
割

は
大
き
い
と
考
え
る
。

三
島
市
の
財
政
健
全
性
を
維
持
す
る
取
り
組
み

 

財
政
運
営
に
お
い
て
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
健
全
性
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
税
を
中
心
と
し
た
自
主
財
源

を
確
保
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

三
島
市
の
寄
附
規
模
等
か
ら
考
え
る
と
、
専
門
部
署
の

設
置
が
良
い
と
は
言
え
な
い
。
所
管
部
署
を
産
業
文
化
部
に

移
す
こ
と
で
、
返
礼
品
を
提
供
し
て
い
る
商
店
・
企
業
・
産

業
関
連
事
業
者
の
方
々
と
築
き

上
げ
た
信
頼
関
係
を
十
分
に
発

揮
し
、
商
品
開
拓
に
留
ま
ら
ず

体
験
型
等
も
含
め
取
り
組
ん
で

い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
専
門
部
署
を
設
け
て
、
寄
附
額
増
加

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

ご
み
処
理
施
設
広
域
化
に
つ
い
て

※　○：賛成　　　×：反対　　　退：退席　　　欠：欠席
※　議長は表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。
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議第12号 令和６年度三島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決
議第13号 令和６年度三島市水道事業会計補正予算（第２号） 可決
議第14号 令和６年度三島市下水道事業会計補正予算（第３号） 可決
議第19号 三島市手数料条例の一部を改正する条例 可決
議第22号 三島市いじめ問題対策委員会条例の一部を改正する条例案 可決
議第23号 三島市一般職の職員の給与に関する条例等一部を改正する条例 可決
議第24号 三島市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第27号 三島市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第28号 三島市教育委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第29号 三島市布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等を定める条例の一部を改正する条例 可決
議第30号 三島市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第31号 三島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第32号 三島市職員の退職手当支給に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第33号 三島市監査委員に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第34号 三島市養護老人ホーム整備基金条例を廃止する条例 可決
議第35号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 可決
諮第１号 人権擁護委員の推薦について 同意
陳情第１号 排泄に問題を抱える障害者（児）への日常生活用具認定に関する陳情 採択
議第36号 令和６年度三島市一般会計補正予算（第９号） 可決
議第37号 令和７年度三島市一般会計補正予算（第１号） 可決
議第38号 物品購入契約の締結について（中学校教師用教科書及び指導書） 可決
議第39号 三島市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第40号 三島市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可決

議第41号 三島市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条
例の一部を改正する条例 可決

発議第１号 三島市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 可決
陳情第１号 三島市壱町田の盛土宅地造成工事計画及び盛土規制法、関係条例、都市計画法開発許可、土地利用指導要綱等についての陳情 継続審査
陳情第２号 自治会・町内会から三島市消防団への協力金要請及び受領禁止に関する陳情 継続審査
発議第２号 スポーツ健幸都市宣言 可決
発議第３号 公立の義務教育諸学校の適正な教員数の維持・確保を求める意見書 可決

＜全会一致となった議案＞

＜賛否が分かれた議案＞

議案
番号 件名 結果

改革みしま 緑水会 新未来21 公明 覚悟の会
日本
共産党
議員団

新風会

藤
江
康
儀

土
屋
利
絵

古
長
谷
稔

沈　
久
美

秋
山
恭
亮

佐
野
淳
祥

野
村
諒
子

甲
斐
幸
博

髙
田
康
子

川
原
章
寛

岡
田
美
喜
子

宮
下
知
朗

村
田
耕
一

鈴
木
文
子

堀
江
和
雄

弓
場
重
明

石
井
真
人

本
間
雄
次
郎

服
部
正
平

河
野
月
江

横
山
雅
人

永
田
裕
二

陳情第２号 三島市議会議員の定数に関する陳情 不採択 × 欠 × × × × × × × × × × × × × 〇 × × × × ×
議第１号 令和７年度三島市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 × × × ○ ○
議第２号 令和７年度三島市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議第３号 令和７年度三島市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議第４号 令和７年度三島市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議第６号 令和７年度三島市駐車場事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
議第９号 令和６年度三島市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○
議第15号 工事請負契約の締結について（三島市長伏グラウンドＡ大規模改修工事） 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○

議第16号 工事請負契約の締結について（三島市長伏グラウンドＡ大規模改修に伴う電気設備工事） 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議第17号 工事請負契約の変更について（三島市立北上小学校校舎及び屋内運動場長寿命化改修に伴う外壁改修及び屋上防水工事） 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第18号 三島市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議第20号 三島市地域包括支援センターの包括的支援事業の人員等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議第21号
三島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議第25号 三島市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

議第26号 三島市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第42号 三島市副市長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
議第43号 三島市監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○
　 議員定数のあり方について（委員長報告） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

２月定例会　議決結果２月定例会　議決結果

　市議会議員が市に対して質問を行い、
適切な市政運営を進めているか、チェッ
クや提案をするものです。
　13人の議員による質問が行われ、活発な
議論が展開されました。

一般質問とは…

＜令和7年度三島市一般会計予算案の討論について（発言順）＞

賛成

新風会 横山　雅人
公明 村田　耕一
新未来２１ 岡田美喜子
緑水会 野村　諒子
改革みしま 古長谷　稔

反対
日本共産党議員団 服部　正平
覚悟の会 本間雄次郎

鈴
木
　
文
子
　

（
公
明
）

※会派については、令和７年２月定例会時点となります。

10みしま市議会だより 2025.5.111 みしま市議会だより 2025.5.1



河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

弓
場
　
重
明

（
覚
悟
の
会
）

岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

古
長
谷
　
稔

（
改
革
み
し
ま
）

ご
み
処
理
施
設
広
域
化
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

 

３
市
２
町
で
広
域
化
し
た
場
合
、
施
設
整
備
、
施
設
運

営
、
収
集
運
搬
な
ど
40
年
間
で
み
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
は
ど
の
程
度
削
減
で
き
る
見
込
み
か
。

 

本
市
単
独
整
備
と
比
べ
、
広
域
化

で
施
設
整
備
費
約
40
～
50
億
円
削
減
、

20
年
間
の
運
営
委
託
費
約
80
億
円
削

減
の
一
方
、
他
市
町
に
整
備
さ
れ
た

場
合
、
20
年
間
の
収
集
運
搬
費
20
数

億
～
40
数
億
円
増
加
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
40
年
間
で
は
、
運
営
委
託
費

と
収
集
運
搬
費
で
約
2
倍
の
増
減
が

見
込
ま
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

 

伊
豆
半
島
広
域
防
災
協
議
会
を
構
成
す
る
13
市
町
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
広
域
防
災
計
画
の

策
定
に
は
、
構
成
市
町
間
で
多
岐
に
わ
た
る
調
整
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
県
と
の
連
携
が
進
み
、
協
議
会
内

で
の
議
論
が
深
ま
っ
た
段
階
で
、
必
要
に
応
じ
て
本
市
の
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

伊
豆
半
島
広
域
防
災
計
画
で
の
三
島
市
の
位
置
づ
け

 

半
島
付
け
根
の
新
幹
線
駅
を
有
す
る
市
と
し
て
、
大
災

害
時
の
帰
宅
困
難
観
光
客
へ
避
難
場
所
や
情
報
の
提
供
な

ど
、
地
域
防
災
計
画
を
更
新
す
る
必
要
性
は
。

長
伏
公
園
に
全
天
候
で
利
用
で
き
る
空
間
を

過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

 

防
災
・
減
災
の
た
め
無
電
柱
化
は
有
効
で
あ
り
、
新
た

な
住
宅
開
発
等
で
は
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
無
電
柱
化
推
進
計
画
に
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
か
。

 

次
期
計
画
へ
の
反
映
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
た
上
で
、
開

発
事
業
者
に
無
電
柱
化
の
必
要
性
を
周
知
す
る
こ
と
や
実
施

に
向
け
た
検
討
を
促
す
こ
と
を
、
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
た
め

の
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

社
会
教
育
に
よ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現

 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
等
の
社
会
的
課
題

解
決
に
静
岡
県
社
会
教
育
委
員
会
が
提
唱
す
る
つ
な
が
り

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

 

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
実
施
す
る
生
涯

学
習
課
主
催
の
事
業

に
お
い
て
、
つ
な
が
り

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用

い
た
分
析
を
行
い
、
現

状
を
詳
細
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の

人
々
が
学
習
機
会
を
保
障
さ
れ
、
自
ら
学
び
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
環
境
の
整
備
の
具
現
化
に
努
め
る
。

避
難
所
ト
イ
レ
に
携
帯
ト
イ
レ
を
常
備
で
き
な
い
か

 

新
庁
舎
は
深
い
支
持
地
盤
に
杭
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、

PL
値
が
示
す
建
物
構
造
へ
の
影
響
は
特
に
な
く
、
地
表
面
に

つ
い
て
も
内
閣
府
の
資
料
か
ら
液
状
化
の
可
能
性
は
低
い
と

確
認
し
て
お
り
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
地
表
面
の
最
大
段

差
は
3
・
7
㌢
と
試
算
さ
れ
、
国
基
準
に
照
ら
し
影
響
は
軽

微
と
検
証
し
た
。

市
長
、
本
当
に
市
庁
舎
、
南
二
日
町
で
良
い
で
す
か

 

南
二
日
町
の
地
質
調
査
の
結
果
、
PL
値
は
震
度
６
強
で

液
状
化
す
る5

≪7

．379

≪１
5

だ
っ
た
。
液
状
化
し
な
い

と
の
答
弁
は
偽
装
で
は
な
い
か
。

 

河
岸
浸
食
の
指
定
は
、
国
や
県
が
管
理
す
る
大
き
な
川

の
ほ
と
ん
ど
が
対
象
で
、
対
策
工
事
を
済
ま
せ
た
南
二
日
町

付
近
の
大
場
川
も
区
域
と
な

る
が
、
一
般
的
な
木
造
家
屋

等
が
対
象
の
た
め
庁
舎
施
設

は
該
当
し
な
い
。
な
お
南
二

日
町
広
場
の
庁
舎
敷
地
案
で

は
、
こ
の
区
域
は
含
め
ず
に

敷
地
設
定
を
し
て
い
る
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
偽
り
あ
り

 

敷
地
液
状
化
の
可
能
性
と
、
大
場
川
河
岸
の
家
屋
倒
壊

等
氾
濫
想
定
区
域
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
明
記
な
し
。
南
二

日
町
に
誘
導
す
る
た
め
の
偽
装
工
作
か
。

南
二
日
町
移
転
誘
導
の
た
め
の
三
大
偽
装
か

義
務
教
育
の
費
用
を
助
成
す
る
就
学
援
助
制
度
拡
充

 

当
市
の
受
給
率
は
近
年
約
6
％
で
推
移
し
て
い
る
。
受

給
要
件
の
所
得
基
準
額
が
当
市
よ
り
高
い
近
隣
市
町
は
複
数

あ
る
。
制
度
改
善
を
求
め
見
解
を
伺
う
。

 

就
学
援
助
の
認
定
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
や
市
民

税
の
非
課
税
等
の
要
件
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
に
経
済

的
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
方
を
対
象
に
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
関
係
部
署
と
連
携
す
る
な
か
で
、
各
家
庭

の
状
況
に
応
じ
て
生
活
の
困
難
な
家
庭
に
は
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

 

市
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
の
運
営
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
状
況
か
ら
健
全
な
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。
事
業
者
支
援
に

つ
い
て
は
県
が
行
う
物
価
高
騰
支
援
金
の
情
報
提
供
等
を

適
切
に
行
っ
て
い
く
。
今
後
の

事
業
所
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

も
、
利
用
状
況
の
分
析
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
つ
な
げ
て
い
く
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
訪
問
介
護
事
業
所
へ
の
支
援

 

昨
年
4
月
の
報
酬
改
定
、
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
、
人
手

不
足
等
に
よ
り
全
体
的
に
経
営
状
況
の
厳
し
い
訪
問
介
護
事

業
所
に
緊
急
支
援
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

総
合
窓
口
・
案
内
業
務
の
利
便
性
向
上

 

新
庁
舎
整
備
計
画
に
向
け
て
、
現
状
の
総
合
窓
口
・
案

内
業
務
の
実
状
を
ふ
ま
え
、
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の

方
策
を
伺
う
。

 

玄
関
受
付
に
配
置
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
、
職
員
の

在
席
情
報
や
事
務
分
担
、
玄
関
受
付
用
業
務
索
引
簿
等
を
随

時
更
新
し
、
そ
の
情
報
を
電
話
交
換
を
担
当
す
る
公
共
財
産

保
全
課
と
共
有
し
、
市
民
の
皆
様
へ
の
迅
速
か
つ
適
切
な
案
内

に
つ
な
げ
た
い
。

移
動
図
書
館
車
「
ジ
ン
タ
号
」

 

ジ
ン
タ
号
の
三
島
市
ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
・

絵
本
の
ま
ち
三
島
事
業
と
の
連
携
、
ジ
ン
タ
号
の
50
周
年
を
記

念
す
る
事
業
実
施
な
ど
利
用
促
進
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

 

絵
本
の
ま
ち
三
島
事
業
と
し
て
11
月
の
絵
本
月
間
に

は
、
著
名
作
家
の
講
演
会
を
メ

イ
ン
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

を
全
館
貸
切
り
に
し
て
、
絵
本

作
家
等
と
コ
ラ
ボ
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
50
周
年

を
迎
え
る
移
動
図
書
館
ジ
ン

タ
号
も
積
極
的
に
活
用
し
、
ま

ち
な
か
の
賑
わ
い
を
創
出
し

て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
へ
移
動
市
役
所
の
導
入
を

三
島
市
の
介
護
保
険
事
業
の
特
徴
点
に
つ
い
て

秋
山
　
恭
亮

（
改
革
み
し
ま
）

令
和
６
年
度
２
月
の
Ｐａｙ
Ｐａｙ
ポ
イ
ン
ト
バ
ッ
ク
事
業

 

当
事
業
は
１
カ
月
継
続
の
予
定
だ
っ
た
が
2
日
で
終
了

し
た
。
次
回
は
三
島
市
民
が
広
く
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
事
業

設
計
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

 

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
株
式
会
社
か
ら
は
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
商

品
券
」
事
業
に
お
い
て
対
象
を
市
民
に
限
定
す
る
仕
組
み
が

あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
事
業
者
か
ら
も
デ
ジ
タ

ル
商
品
券
等
の
提
案
も
受
け
て
お
り
、
今
後
消
費
喚
起
策
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
も
含
め

検
討
す
る
。

 

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の

進
路
を
主
体
的
に
捉
え
社
会
的
に
自

立
す
る
こ
と
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

社
会
総
が
か
り
で
支
え
て
い
く
体
制

づ
く
り
の
大
切
さ
は
認
識
し
て
お
り
、

学
校
や
家
庭
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関

と
連
携
し
、
支
援
拡
充
に
向
け
、
様
々

な
場
で
働
き
か
け
て
い
く
。

不
登
校
支
援

 

不
登
校
は
一
市
町
の
教
育
委
員
会
だ
け
で
支
援
で
き
る

局
面
で
は
な
い
。
国
県
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
出
口
設

計
、
教
育
機
会
創
出
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

市
内
中
小
企
業
支
援
策
に
つ
い
て

永
田
　
裕
二

（
新
風
会
）
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髙
田
　
康
子
　

（
緑
水
会
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
ラ
ッ
シ
ュ
対
応

 

カ
ー
ド
導
入
10
年
目
に
な
り
更
新

等
の
手
続
き
が
集
中
す
る
年
回
り
を
迎

え
る
。
市
民
は
来
庁
が
必
須
と
な
る
が

対
応
の
見
通
し
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

 

電
子
証
明
書
の
更
新
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
市
民
課
窓
口
で
行
い
、
カ
ー

ド
の
交
付
に
つ
い
て
は
令
和
７
年
４

月
中
旬
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
お
よ
び
電
話
で

の
予
約
制
を
導
入
し
、
交
付
場
所
を

中
央
町
別
館
に
開
設
す
る
こ
と
で
必

要
か
つ
効
率
的
な
申
請
受
付
・
交
付

体
制
を
構
築
す
る
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明

書
の
取
得
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
、健
康
保
険
証
利
用
、確
定
申
告
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
の
一
体
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

カ
ー
ド
未
取
得
等
の
市
民
に
向
け
た
利
用
促
進
方
策

 

約
８
割
の
市
民
が
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い
る
。
残
り
２

割
の
方
々
が
「
使
っ
て
み
よ
う
か
」
と
思
え
る
有
効
な
手
立

て
と
し
て
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
。

石
井
　
真
人

（
覚
悟
の
会
）

新
庁
舎
整
備
事
業
の
整
備
地

 

一
年
半
前
、北
田
町
を
望
む
声
の
多
い
議
会
を
無
視
し
、

市
民
に
意
見
を
求
め
た
の
は
、
市
長
が
最
初
か
ら
南
二
日
町

に
決
め
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

 

市
が
提
案
し
て
い
る
新
庁
舎
の
整
備
地
案
は
、
市
民
の

皆
様
や
議
員
の
方
々
の
意
見
な
ど
か
ら
、
様
々
な
検
討
を
重

ね
た
資
料
を
も
と
に
部
長
会
議
に
お
い
て
審
議
し
、
全
会
一

致
で
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
市
長
が

整
備
地
に
関
す
る
意
向
や
方
針
を
提
示
し
た
こ
と
は
な
い
。

公
民
館
の
利
用
者
の
範
囲
を
広
げ
る
取
り
組
み

 

三
島
市
立
公
民
館
管
理
規
程
に
よ
る
と
、
登
録
団
体
の

会
員
以
外
の
一
般
市
民
は
開
催
事
業
へ
の
参
加
を
認
め
て
い

な
い
。
見
直
し
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

 

公
民
館
の
使
用
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
市
民
活
動
に

は
、
目
的
に
合
っ
た
施
設
を
案
内
し
て
い
る
。
国
の
基
準
の

改
定
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
当
面
は
共
催
と
い
う
形
で
、

市
民
の
皆
様
の
学
習
意
欲
に
基
づ
く
活
動
を
大
切
に
し
、
適

切
な
支
援
に
努
め
る
。

 

現
在
、
本
市
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ふ
れ
あ
い
教
室

と
青
少
年
相
談
室
が
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
。
支
援
に
あ

た
っ
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
情
報
共
有
を
図

る
こ
と
や
学
校
の
助
言
等

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
に
向
け
研
究
を
進

め
る
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実

 

不
登
校
生
徒
の
増
加
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
支
援
窓
口
を
現
状
に
対
応
で
き
る
充

実
し
た
体
制
に
で
き
な
い
か
伺
う
。　

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
管
理
運
営
体
制
に
つ
い
て

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

 

今
後
、
行
政
や
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
不
要
な
床
の
買

い
取
り
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
市
と
し
て
床
を
取
得
し
な
い
と

い
う
確
約
は
で
き
な
い
か
。

 

床
の
取
得
が
市
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
床

を
取
得
し
な
い
こ
と
を
確
約
す
る

こ
と
は
適
さ
な
い
。
床
取
得
の
リ

ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
ス
キ
ー
ム
を

検
討
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
、

床
取
得
時
に
は
市
議
会
の
議
決
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

野
村
　
諒
子

（
緑
水
会
）

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
弱
者
の
た
め
の
避
難
所
運
営

 

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
開
設

時
の
障
が
い
者
の
受
け
入
れ
人
数
と
実
際
の
当
事
者
の
状
況

を
比
べ
て
の
今
後
の
対
応
は
。

 

障
が
い
者
の
受
け
入
れ
人
数
は
市
内
３
施
設
で
最
大
80

名
の
想
定
で
あ
る
。
今
後
は
新
た
な
福
祉
避
難
所
を
確
保
す

る
ほ
か
、
直
接
避
難
等
の
実
施
に
向
け
た
課
題
整
理
を
行
う

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
事
業
所
の
現
状
把
握
を
行

い
、
令
和
７
年
度
以
降
適
切
な
避
難
支
援
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
協
議
す
る
。

 

避
難
所
の
環
境
整
備
に
関
し
て
は
、
避
難
所
の
質
の
向

上
の
指
標
と
さ
れ
る
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
考
慮
し
、
ト
イ
レ
の

男
女
比
等
に
つ
い
て
避
難
所

運
営
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記

述
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所

運
営
に
関
し
て
男
女
の
役
割

が
固
定
化
し
な
い
よ
う
、
各

種
研
修
会
や
説
明
会
等
で
周

知
を
し
て
い
く
。

 

避
難
所
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
弱
者
へ
の
対
応
が
ま
だ

ま
だ
当
事
者
の
思
い
と
程
遠
い
イ
メ
ー
ジ
だ
と
感
じ
る
が
、

三
島
市
の
対
応
と
見
解
は
。

避
難
所
に
お
け
る
環
境
問
題
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

伊
豆
フ
ァ
ン
倶
楽
部
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
実
施
結
果

 

こ
れ
ま
で
の
１
年
間
で
約
1
億
8
千
万
円
か
け
た
伊
豆

フ
ァ
ン
倶
楽
部
事
業
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
特
典

の
利
用
者
数
を
踏
ま
え
た
三
島
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

 

会
員
数
は
１
９
２
４
人
で
あ
る
が
、
10
ポ
イ
ン
ト
以
上

を
貯
め
た
方
は
24
名
で
特
典
交
換
者
は
2
名
と
い
う
結
果
で

あ
る
。
事
業
の
認
知
度
向
上
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ポ
イ

ン
ト
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ

る
よ
う
加
盟
店
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
特
典
開
発
を

進
め
、
利
用
者
増
加
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

 

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
林
道
諏
訪
の
台
線
路
面
修
繕

が
完
了
し
た
こ
と
、
ま
た
、
林
道
橋
定
期
点
検
業
務
が
５
年

ご
と
の
実
施
で
あ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
は
予
算
計
上
の
必

要
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
３
０
０
万
円
余
り
減
額
し
た
も
の

で
あ
る
。

国
の
森
林
環
境
譲
与
税
と
市
の
林
業
予
算
の
考
え
方

 

国
が
林
業
に
力
を
入
れ
る
た
め
に
森
林
環
境
譲
与
税

分
を
上
積
み
す
る
中
で
、
令
和
7
年
度
に
林
業
総
務
費
を

３
４
０
万
円
も
減
額
し
た
理
由
は
何
か
。

長
期
財
政
計
画
の
改
定
予
定
は
い
つ
頃
に
な
る
か

ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し
に
お
け
る
課
題
認
識
に
つ
い
て

沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

本
間 

雄
次
郎

（
覚
悟
の
会
）

14 日	 福祉教育委員会
17日	 静岡県東部地区市議会
	 	 議長会
20日	 東部地区６市４町議会
	 	 議長連絡会
21日	 議会運営委員会
	 	 各派代表者会議
30日　静岡県市議会議長会
	 	 定期総会

４日	 	 静岡県地方議会議長連絡
	 	 協議会
７日	 	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
14 日～ 3月 18日　2月定例会
14 日	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
	 	 本会議（議案審議）
	 	 予算決算委員会
21日	 議会運営委員会
26・27日　本会議（代表質問）
27日	 予算決算委員会
	 	 議会だより編集委員会
28日	 経済建設分科会

３日	 	 経済建設分科会
４・５日 福祉教育分科会
６・７日 総務分科会
11・12・13・14日
	 	 本会議（一般質問）
11日	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
14日	 予算決算委員会
18日	 議会だより編集委員会
	 	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
	 	 本会議（議案審議）
26日	 総務委員会
27日	 経済建設委員会

月３月１ 月２
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表紙の柄は、三島柄を使用しています。

委員長：河野 月江　　副委員長：村田 耕一
委　員：沈 久美　髙田 康子　宮下 知朗
　　　　本間 雄次郎　永田 裕二

議会だより編集委員会

議長交際費は、議長が市議会
を代表して外部との交際上特
に必要と認める場合に支出す
る経費をいい、その支出内容
や相手が、社会通念上妥当と
認められる範囲内の金額で支
出しています。

　詳細はこちら

令和６年度　支出額

【５月臨時会の予定】
５月15日㈭　各常任委員会委員の選任等
【６月定例会の予定】
６月10日㈫　　　　　　議案審議
　　19日㈭～24日㈫　　一般質問
　　27日㈮　　　　　　議案審議

議長交際費

区分 金額
会費等 150,220円
弔慰金 0円
見舞金 0円
賛助金等 10,000円
その他 0円
合計 160,220円

令和６年度政務活動費執行状況（令和６年４月～令和７年３月）※速報値

（単位：円）

※年度途中の会派異動による。

１. 会派別執行状況
項目 改革みしま 緑水会 新未来21 公明

覚悟の会
（維新と
無所属の会）

日本共産党
議員団 新風会 合　計

所属議員数 5人 4人 3人 3人 3人 2人 2人 22人

交付額 900,000 720,000 540,000 540,000 525,000
※

360,000 375,000
※

3,960,000

支出額 907,816 494,771 330,793 192,276 313,339 52,450 339,900 2,631,345

※すべての会派において広聴費、要請・陳情活動費、会議費、人件費、事務所費に該当する支出はありませんでした。

（単位：円）２. 支出費目別内訳
項目 改革みしま 緑水会 新未来21 公明

覚悟の会
（維新と
無所属の会）

日本共産党
議員団 新風会 合　計

調査研究費 473,625 74,560 193,074 0 0 11,000 140,972 893,231

研修費 174,040 254,363 79,610 97,970 104,080 11,660 64,250 785,973

広報費 0 0 0 0 60,000 0 0 60,000

資料作成費 153,821 151,592 44,429 75,550 41,395 29,790 56,976 553,553

資料購入費 83,540 14,256 0 18,756 107,864 0 66,462 290,878

その他の経費 22,790 0 13,680 0 0 0 11,240 47,710

合計 907,816 494,771 330,793 192,276 313,339 52,450 339,900 2,631,345

政務活動費収支報告
　三島市議会では、議員 1人当たり月額 15,000 円を会派に交付しており、議会のチェック機能強化や政策立案能力向

上を図るため、調査研究や資料の作成・購入などの政務活動への補助として活用しています。

　収支報告書や活動報告書、領収書などの写しは市議会ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
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